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1. 調査概要 

1.1. 調査目的 

2011 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）は，我が国観測史上最大のマグ

ニチュード 9.0 の地震であり，巨大津波の発生によって多くの人命が失われ，未曾有の地震災害が発生

した．まずは冒頭，地震により被災された方々に心よりお見舞い申し上げるとともに，被災地の一日も

早い復旧，復興を願う次第である． 

さて，当地震防災技術普及小委員会（地震工学委員会）被害調査団は，平成 23 年 6 月 23 日，24 日，

東日本大震災被災地の地震被害調査を実施した．調査団の名称のとおり，地震防災技術普及小委員会の

メンバー中心による地震被害調査である． 

当地震防災技術普及小委員会は，1995 年兵庫県南部地震直後に発足し，地震工学委員会の事業（常置）

小委員会として，社会基盤の耐震性向上および地震防災性に優れた社会建設のために必要な知識・知

見・思想，および調査・研究成果等，地震防災技術を土木学会員を中心に広く普及させ，地震災害の軽

減に貢献することを目的に活動を行なってきた．耐震設計入門セミナー，地震災害マネジメントセミナ

ー，地震防災懇話会，阪神大震災被災地学習ツアー等，数々の行事を企画，開催してきた． 

 地震防災の原点はまずは実際の地震被災地に立ち，地震被害現場を直に見て，空気を吸い，今後いか

にすれば未曾有の地震災害を防止，軽減できるかを考えることである．当地震防災技術普及小委員会は，

今回の地震被害調査を通して，地震災害の防止，軽減のために今後より有益な行事を企画，開催してい

く所存である． 

 本報告書は，地震防災技術普及小委員会による東日本大震災地震被害調査報告書である．委員会メバ

ーは民間の実務者が多く，時間的な制約上短期間の調査でもあり，報告内容は土木学会の既発表の調査

報告に比べ新規性に乏しいこと等，ご了承願いたい．ただ，東北地方太平洋沖地震発生後三カ月余りが

経過した時点の被害調査であり，時間経過の観点から既発表の調査報告と比較いただければ興味深く，

有用な報告となれば幸いである． 
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1.2. 調査団の構成 

調査団は，表-1.2 に示す地震工学委員会地震防災技術普及小委員会のメンバーで構成されている． 

吉田 望教授（東北学院大学）には，東日本大震災の概要につきまして，現地調査前に講義を頂くと

もに，2 日間の現地調査にもご同行いただき，現地にて直接ご指導を頂いた．  

 

表-1.2 地震防災技術普及小委員会の東日本大震災の被害調査団 

 
 

  

土木学会地震防災技術普及小委員会・東日本大震災被害調査委員名簿

No. 職位 氏名 勤務先

1 委員長 木全 宏之 清水建設(株)

2 副委員長 濱野 雅裕 (株)エイト日本技術開発

3 幹事長 渡辺 和明 大成建設(株)

4 副主査・幹事 樋口 俊一 (株)大林組

5 委員 青地 知也 (株)開発工営社

6 委員 坂上　明 (株)奥村組

7 主査・幹事 溜　幸生 東電設計（株）

8 副主査・幹事 大竹 省吾 (株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

9 委員 中山 学 （独）防災科学技術研究所

10 顧問 泉 博允 成和コンサルタント(株)

11 顧問 大野 春雄 建設教育研究推進機構

12 吉田 望 東北学院大学

WG1：耐震設計入門セミナー

WG2：防災マネジメントセミナー

WG3：懇話会／実験見学会／災害地見学ツアー

顧問

現地同行，現地解説
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1.3. 調査工程 

１）初日 

 7：00   東京駅集合・出発 

－移動 5 時間－  （首都高→東北自動車道） 

12：00   仙台駅着（中山委員，青地委員と合流） 

12：15～13：00  東北学院大学着～昼食 

13：00～13：30  吉田先生によるブリーフィング 

－移動 30 分－  （県道２３５→Ｒ４→Ｒ４５) 

14：00～14：30  仙台港 

－移動 15 分－  （仙台東部有料道路） 

14：45～15：30  仙台空港～名取周辺 

－移動 30 分－  （Ｒ４，県道２５８） 

16：00～16：30  太白区緑が丘(宅地被害) 

－移動 15 分－  （Ｒ４→仙台西道路） 

16：45～17：15  青葉区折立（宅地被害） 

－移動 90 分－  （東北自動車道） 

18：45   水沢着（プラザイン水沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.3.1 初日の調査ルート 

東北学院大学

仙台港 

仙台空港～名取 

青葉区折立５丁目 

太白区緑が丘３丁目 

水沢へ 
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２）二日目 

 7：00   水沢市のホテル出発 

－移動 120 分－  （R３９７→R１０７） 

9：00～9：45  大船渡市 

－移動 30 分－  （Ｒ４５→Ｒ４５高田道路→Ｒ４５） 

10：15～11：00  陸前高田市 

－移動 60 分－  （Ｒ３４０→Ｒ３４３→県道３４） 

12：00～12：30  気仙沼市 

－移動 60 分－  （Ｒ４５→Ｒ３４６→県道２０６→Ｒ４５） 

13：30～13：45  本吉町（陸前小泉） 

－移動 45 分－  （Ｒ４５） 

14：15～14：45  南三陸町 

－移動 60 分－  （Ｒ４５→三陸自動車道） 

15：45～16：00  石巻市 

－移動 60 分－  （三陸自動車道→仙台東部有料道路） 

17：00      多賀城市着 

－移動 60 分－   

18：00   仙台空港着 

－移動 5 時間－  （東北自動車道→首都高） 

23：00   東京駅着・解散 
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2. 仙台港，仙台空港，名取周辺 

2.1. 被害の概要，復旧状況 

(1)仙台港 

仙台港における津波高さは 7.2ｍに達しており（4 月 5 日気象庁発表による痕跡高さ），周辺では敷地

境界におけるフェンスの倒壊や津波による漂流物が多く見られた【写真-①】．調査した範囲では土木構

造物が大きな被害を受けているものはなく，水道施設と思われるＰＣタンクには構造被害は見られなか

った【写真-②】． 

復旧状況としては，道路上の漂流物が取り除かれて車両の通行には支障がないようになっており，い

くつかの店舗は営業を再開していた．また，幹線道路沿いの店舗等の側面には，津波の水面の痕跡が多

く見られたが，油脂分を多く含んだ海水に浸水したため，簡単には除去できないとのことであった． 

 

(2)仙台空港 

仙台空港を襲った津波は，高さ 5.7ｍ，浸水深さ 3.4ｍであり（港湾空港技術研究所：仙台・石巻調査

速報，3 月 24 日），この津波により空港機能が停止するものの，滑走路の液状化対策が効果を発揮し，

緊急物資輸送の貨物機の発着に支障はなかった． 

我々は，ターミナルビル周辺の調査を実施したが【写真-③】，空港ロビーに津波襲来時の写真が掲載

されており【写真-④】，階段側面の水面の痕跡から地盤面からおよそ 2ｍ程度くらいであったと確認で

きた【写真-⑤⑥】． 

復旧状況としては，ターミナルビル内では仮設の搭乗手続き窓口，出発ロビー，売店等が設置されて

いた．仮設トイレもターミナルビル脇に設置されていた． 

 

(3)名取周辺 

県道１０号を仙台港から仙台空港まで南下し，県道１０号沿いの被害状況を調査した．仙台東部有料

道路の東側（海側）は，水田地帯に民家，公共施設などが点在するが，全域が津波で壊滅的被害を受け

ていた．施設被害としては，荒浜小学校の体育館１階部分の大破や【写真-⑦】，そのすぐ南に位置する

コスモ石油荒浜ＳＳの給油スペースの支柱の折損，サービスピットの大破などが見られた【写真-⑧】．

また，雨天ということもあったが，多くの箇所で水没箇所が見られた【写真-⑨】． 

復旧状況としては，周辺はほとんど手付かずの状況であったが，閑上大橋の通行止め解除が 5 月 20

日に行われていたこともあり，名取川を迂回せずに横断することができた．また，名取川の下流右岸に

は瓦礫の集積場が見られた【写真-⑩】． 



 

2.2. 被

(1)仙台港
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3. 仙台市太白区緑ヶ丘地区 

3.1. 被害の概要，復旧状況 

 太白区緑ヶ丘地区の位置を図 3.1 に示す．当該地点は，1957 年から 1962 年に造成された住宅地 1)で

あり，仙台駅より南に約 4km に位置する．調査地の地形図を図 3.2 に示す．本調査では太白区緑ヶ丘一

丁目および四丁目の一部を視察した．地形図において調査地周辺の等高線を着色表示しているが，等高

線のみを抜き出して示したものを図 3.3 に示す．当該地点は，概ね平均的に 50m／300m＝1/6＝10 度，

の傾斜を有する． 

2011 年 3 月 11 日の東北地方太平洋沖地震(M=9.0)により，被災した住宅地を，地震発生後約３ヶ月後

に視察した．当該住宅地は，平均的な傾斜が 10 度程度の傾斜地に造成された住宅地である．公道から

目視で確認された主な被災は，道路面の損傷，宅地の変形，宅地擁壁の損傷であった．視察時には，路

面の補修，引き込み水道管，ガス管の応急復旧がなされていた． 

 地盤は強い地震のゆれを受けると，土が有する非線形的な性状により軟化する．傾斜地では，地盤の

軟化が発生すると，重力の作用により傾斜の下方に向かって変形する．変形の程度は，盛り立てた軟ら

かい土が厚いほど，また，地下水位が高く土が軟化しやすくなるほど，著しくなる．したがって，地震

による住宅地の被害を最小限に抑える方策として，盛り立ての厚い箇所は住宅地利用を控える，造成地

の盛り立て箇所全体の地下水位を低下させる，等が考えられている．地盤変状を起こした宅地について

は，将来の地震により，再度変状することが考えられるので，今回視察した緑ヶ丘一丁目の緑地のよう

に，変状対策を実施した上で可能な限り住宅地として使用しないことが最良の策と考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 調査地点（仙台市太白区緑ヶ丘地区）の位置図 

500m 
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地図閲覧サービス 2 万 5 千分 1 地形図名： 仙台西南部(仙台)，より引用，加筆 

図 3.2 視察箇所の地形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3 視察箇所の等高線 

100m 

50m

90m 
80m 70m

60m 50m

100m

50m
40m

40m

60m
70m

80m

90m 

100m 

50m 

90m
80m 70m 

60m 50m

100m

50m
40m

40m

60m
70m

80m

90m

緑ヶ丘一丁目

緑ヶ丘四丁目

250m 

写真①，② 

写真③～⑤ 

写真⑥～⑨ 



地震工学委員会 地震防災技術普及小委員会 

 -12-

3.2. 被害状況の写真 

 調査では，最初に緑ヶ丘一丁目の緑地を視察した．この緑地は，1978 年以前は住宅地であったが，1978

年の地震により被災したため，その後，法面対策を実施して緑地となった箇所である．緑地の上部から

の状況を写真 3.1①に，側方からの状況を②に示す．目視の限りでは，緑地や周辺の住宅地に変状は見

られなかった． 

 次に，緑ヶ丘三丁目の 3 号および 4 号緑地を視察した．視察の経路を写真 3.2 の撮影位置図に示す．

いずれの緑地において特に変状は見られなかったが，緑地の上部の道路面が補修されていた．その状況

を写真 3.2③に示す．４号緑地の道路を挟んだ反対側にはやや傾斜した緑地があったが，その箇所では

道路側への押し出しによる変形が見られた．その状況を写真 3.2④に示す．道路沿いの柵が押し出され

ているとともに，側溝が押しつぶされている様子がわかる． 

 写真 3.2⑤に示すようにシートにより地表が覆われていた箇所が見られた．現地では確認できなかっ

たが，地盤の斜面下方向への移動により地割れが発生したものと思われる．写真 3.2 において，地震後

に撮影された航空写真（Google map より引用）を示すが，地割れが発生していることがわかる． 

 続いて，緑ヶ丘四丁目の住宅地を視察した．視察の経路を写真 3.3 の撮影位置図に示す．写真 3.3⑥，

⑦に示すように，視察経路における道路は補修が実施されていた．所々被災した住宅が見られたが，地

盤変状による敷地の変形に伴う損傷が多いものと見受けられた．当該地域は傾斜地であり，宅地は擁壁

を有するものが多いが，写真 3.3⑧に示すように，擁壁が損傷している箇所も随所に見られた．写真 3.3

⑨に示すように側溝沿いに臨時の水道管が敷設されていたことから，地盤変状により，住宅に引き込ま

れるガス管や水道管が破損したと思われる． 

  

 

 

＜３章の参考文献＞ 

1) 若松・安田・吉田・東畑・清田・後藤：造成地の被害，土木学会東日本大震災被害調査団（地震

工学委員会）緊急地震被害報告会，資料，2011. 
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写真 3.1 1978 年の地震で被災し，その後，変状対策をして現在は緑地となっている箇所 
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図-4.1 折立地区の位置図 

4. 仙台市青葉区折立 

4.1. 被害の概要，復旧状況 

 当該地（右図の赤丸）は，仙台駅より西へ約 4 km，東北自動車道の仙台宮城 IC 近傍に位置する． 

県住宅供給公社が当時宮城郡宮城町であった折立山の谷あいを埋め立て，1972年に造成を終えた地区で，

仙台市立折立小学校の南西部の折立5丁目5～8番地にかけて宅地や道路に地盤変状が発生し，これによ

り多数の家屋が被害を受けた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

写真-4.1 折立地区の航空写真
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市が地震後に調査した地区の 456 戸のうち，崩壊の可能性がある「危険」と判定されたのは 69 戸， 

「要注意」は 115 戸に上る． 

市は震災後，約 40 戸を災害対策基本法に基づいて立ち入りを制限する「警戒区域」に指定したが，   

退去していない住民は多い．被害を受けた住宅のうち，一部は解体されているが，ほとんどの家では  

手づかず状態である． 

 なお，雨季に入る現在，伸縮計による地表面の滑動や擁壁のはらみだし計測を実施している． 
 

写真-4.2 擁壁のはらみだし計測状況 
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4.2. 被害状況の写真 
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7. 気仙沼市 

7.1. 被害の概要，復旧状況 

気仙沼港では港湾施設のみならず，多くの水産加工施設や造船所が津波の被害を受け，多数の船舶が

漂流して陸に乗り上げた．別調査によると，港の入口に近いフェリー乗り場（朝日町：地図下方）付近

での波高（浸水深）は建屋痕跡から 10m 程度であったと推定されている． 

調査地点は湾最奥部の水産加工工場が集積している地区である．低地部の浸水被害が顕著であり，高

台にある R45 周辺および市役所（地図中 A）にはほとんど被害は見られなかった．しかし浸水した場所

は壊滅的な状況で，多数の船舶が市街地に乗り上げ放置されている．訪問時は一部の船舶の撤去作業が

開始されていた．低地部（図中円内周囲）では地盤が沈降・水没し，がれき撤去作業の妨げになってい

た．砕石を敷き詰めた仮設道路による復旧作業を余儀なくされていた． 

地盤沈下により護岸天端と水面はほとんど同レベルとなり，一部は水没していた．港内に陸上に乗り

上げた船舶を吊り上げるためのクレーン船が停泊していたが，流出した重油タンクが未だ水中に放置さ

れていた．津波被害を受けた水産加工工場では復旧作業が始まっていた．冷蔵倉庫内に保管していた魚

が腐敗して周辺には臭気が漂っていたが，倉庫の中身は既にほとんど撤去されていた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7.1 気仙沼の調査箇所 
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11. まとめ 

本被害報告は，わずか２日間という限られた日程で実施されたものであり，東北地方の被害の全容を

語るにはあまりにも無理がある．しかし，この２日間で，津波被害や地盤災害の実態の一部を見ること

が出来ただけでも，今後，我々技術者がなすべきことを考えるために，得るものがあったと言える． 

２日間とも天気には恵まれず，時折強い雨も降ることがあった．この天候の中でも，沿岸部では瓦礫

の撤去作業が黙々と続けられており，復旧・復興に向けて一時も休まる暇のない人々のご苦労が痛切に

感じられた．地震発生から約１００日後の調査であったが，手のつかない瓦礫がまだ相当量残されてい

る．また，沿岸部の地盤沈下も深刻であり，海水が引かずに溜まるため，重機が入れない地区もあり，

瓦礫撤去作業の妨げになっている． 

また，津波被害に比べてあまり目立っていないが，宅地被害も深刻な被害であった．数ｍ規模のすべ

りが発生し，多くの家屋が居住不可と判定されていた．余震や降雨等によりすべり変位が増大する可能

性もあり，各箇所で変位観測が行われていた．今後の豪雨や台風に対する注意・警戒が必要である． 

このような被災地調査を踏まえ，我々，地震防災技術普及小委員会では，本調査で得た教訓を，土木

学会を通じて，いろいろな形で広く一般に普及していく所存である． 

人々が，このような地震災害が実際に起きたことを決して忘れないようにすること，計り知れない人

的・物的被害を少しでも軽減できる地震防災技術について紹介すること等について，今後，学会行事を

継続的に企画し，できるだけ多くの方々に情報発信をする予定である． 
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